
第 29 号（7） 

当初予算の概要・委員会の主な審査状況 

委

員

会

の

審

査

か

ら

 

　
議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
・
特
別
委
員
会
等
で
審
査

を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
今
定
例
会
で
議
決
し
た
主
な
議
案
等
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
が
決
ま
っ
た

「
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
」

「
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」 

【
説
明
】
手
数
料
条
例
の
別
表
の

う
ち
証
明
等
交
付
手
数
料
及
び
閲

覧
手
数
料
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。 

　
証
明
等
交
付
手
数
料
及
び
閲
覧

手
数
料
を
200
円
か
ら
300
円
に
、
自

動
交
付
機
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明

書
及
び
住
民
票
の
交
付
手
数
料
を

200
円
か
ら
250
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正

す
る
な
ど
。 

【
主
な
質
疑
】 

問
　
経
費
を
抑
え
る
努
力
は
。 

答
　
内
部
管
理
コ
ス
ト
縮
減
の
努

力
は
今
後
も
継
続
す
る
。 

問
　
自
動
交
付
機
の
原
価
計
算
に
、

自
動
交
付
機
の
な
い
３
出
張
所
の

光
熱
費
が
入
っ
て
い
る
の
は
お
か

し
い
。 

答
　
受
益
者
負
担
の
考
え
方
も
含

め
て
都
や
他
団
体
の
状
況
を
よ
く

調
査
す
る
。
改
善
す
べ
き
点
が
あ

れ
ば
、改
善
し
た
い
。 

問
　
厳
し
さ
が
全
然
見
え
て
こ
な

い
が
、
内
部
努
力
は
し
て
い
る
の
か
。

値
上
げ
は
や
る
こ
と
を
や
っ
て
か

ら
に
す
べ
き
だ
。 

答
　
一
番
目
に
見
え
る
内
部
努
力

は
人
件
費
の
圧
縮
だ
。
１
千
400
名

か
ら
１
千
100
名
余
に
ま
で
圧
縮
し
た
。 

【
結
果
】
自
動
交
付
機
に
よ
る
住

民
票
及
び
印
鑑
登
録
証
明
の
交
付

手
数
料
を
200
円
の
ま
ま
据
え
置
く

よ
う
修
正
し
、
賛
成
全
員
で
可
決 

「
副
市
長
定
数
条
例
」 

【
説
明
】
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
助
役
に
か
え
て
副
市

長
の
定
数
を
定
め
る
も
の
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化
の
必
要
性
な

ど
の
法
改
正
の
趣
旨
や
市
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
も
考
慮
し
、
副
市

長
の
定
数
を
２
人
と
す
る
。 

【
主
な
質
疑
】 

問
　
職
員
数
が
減
っ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
今
２
人
制
な
の
か
。 

答
　
こ
れ
か
ら
の
地
方
公
共
団
体
は
、

み
ず
か
ら
の
判
断
と
責
任
で
、
地

域
経
営
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
複
眼
的
、
多
角
的
な
首
脳

陣
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
全
体

的
な
行
政
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
判
断
し
た
。 

問
　
市
民
負
担
を
求
め
る
中
、
副

市
長
２
人
の
人
事
を
提
案
す
る
つ

も
り
か
。 

答
　
議
会
の
皆
様
の
十
分
な
ご
理

解
を
得
る
こ
と
が
最
優
先
だ
。 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

  

「
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」 

【
説
明
】
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

の
管
理
者
と
し
て
株
式
会
社
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン
ケ
ー
ジ
を
指
定

す
る
も
の
。
指
定
期
間
は
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
。 

【
主
な
質
疑
】 

問
　
第
２
次
審
査
で
、
館
長
候
補

者
の
出
欠
に
よ
る
配
点
へ
の
影
響
は
。 

答
　
得
点
は
第
１
次
・
第
２
次
審

査
の
合
計
だ
。
文
化
施
設
の
管
理

運
営
は
館
長
の
資
質
に
よ
る
こ
と

が
大
き
い
た
め
、
第
２
次
審
査
の

面
接
に
は
極
力
館
長
候
補
者
の
出

席
を
求
め
、
能
力
や
人
柄
を
重
要

な
判
断
材
料
と
し
た
。
第
１
次
審

査
で
高
得
点
だ
っ
た
Ｇ
社
は
館
長

候
補
者
の
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。 

問
　
当
該
業
者
は
維
持
管
理
評
価

が
低
い
。
維
持
管
理
は
重
要
で
な

い
と
判
断
し
た
の
か
。 

答
　
維
持
管
理
は
大
事
だ
。
協
議

を
進
め
る
中
で
十
分
な
水
準
を
保

て
る
と
判
断
し
た
。 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

「
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」 

【
説
明
】
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

す
べ
て
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
養

育
者
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
医
療

費
助
成
の
対
象
と
し
、
あ
わ
せ
て

毎
年
提
出
す
る
現
況
届
を
省
略
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。 

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決 

  

「
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」 

【
説
明
】
下
水
道
審
議
会
か
ら
の

答
申
に
基
づ
き
現
行
の
下
水
道
使

用
料
の
料
率
表
の
料
率
を
そ
れ
ぞ

れ
10
％
引
き
上
げ
る
こ
と
を
主
な

内
容
と
す
る
。
東
京
都
水
道
局
の

電
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
及
び
市

民
へ
の
周
知
期
間
を
含
め
て
６
カ

月
を
要
す
る
た
め
、
10
月
１
日
か

ら
の
施
行
を
予
定
。 

【
主
な
質
疑
】 

問
　
市
民
へ
の
周
知
と
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。 

答
　
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
両

庁
舎
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
活
用
し
、
さ
ら
に
は
検
針
票
へ

の
刷
り
込
み
を
行
っ
て
周
知
を
図

り
た
い
。 

問
　
今
後
の
見
通
し
は
。 

答
　
最
終
的
に
は
独
立
採
算
制
で

あ
る
が
、
中
期
的
に
は
多
摩
26
市

の
平
均
程
度
を
目
指
し
て
経
営
改

善
す
る
よ
う
答
申
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
行
政
側
の
コ
ス
ト
縮
減
等

の
努
力
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
、

３
年
程
度
た
っ
た
段
階
で
見
直
し
、

適
正
化
に
つ
い
て
考
え
な
さ
い
と

い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決 

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
に

関
す
る
条
例
」 

【
説
明
】
一
般
家
庭
か
ら
排
出
す

る
廃
棄
物
の
処
理
を
有
料
化
し
、

指
定
の
収
集
袋
に
よ
り
収
集
を
行

う
ほ
か
、
関
連
す
る
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
。 

【
主
な
質
疑
】 

問
　
審
議
会
に
は
有
料
化
前
提
の

諮
問
だ
っ
た
の
か
。 

答
　
合
併
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議

会
で
も
、
合
併
後
の
審
議
会
で
も

有
料
化
を
検
討
す
べ
き
と
言
わ
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
考
え
た
ら
よ
い
か
と
い
う

こ
と
で
諮
問
し
、
費
用
負
担
の
公

平
性
と
い
う
方
向
性
を
お
示
し
い

た
だ
い
た
。 

問
　
ど
の
よ
う
な
減
免
措
置
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、剪
定
枝

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
の
ご
み

等
の
減
免
措
置
を
検
討
し
て
い
る
か
。 

答
　
庁
内
の
検
討
委
員
会
を
設
け

減
免
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
紙

お
む
つ
、
剪
定
枝
、
清
掃
ご
み
等
、

無
料
の
袋
の
配
布
を
考
え
て
い
る
。 

問
　
戸
別
収
集
の
説
明
、
特
に
集

合
住
宅
へ
の
細
か
な
ケ
ア
に
つ
い

て
は
大
丈
夫
か
。 

答
　
最
大
限
の
努
力
を
し
、
土
日

も
説
明
に
伺
う
予
定
だ
。 

【
結
果
】
一
般
家
庭
ご
み
の
有
料

化
を
平
成
19
年
11
月
１
日
施
行
か

ら
平
成
20
年
１
月
１
日
施
行
に
修

正
し
、
賛
成
多
数
で
可
決 

  

「
保
谷
駅
南
口
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）の
専
決
処
分
に
つ
い
て
」 

【
説
明
】
土
地
の
明
け
渡
し
に
係

る
仮
処
分
に
伴
う
訴
訟
委
託
料
１

千
147
万
４
千
円
を
計
上
す
る
も
の
で
、

２
月
20
日
に
専
決
処
分
し
た
こ
と

に
伴
い
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。 

【
主
な
質
疑
】 

問
　
専
決
処
分
を
行
っ
た
理
由
は
。

そ
の
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
。 

答
　
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
、

こ
れ
以
上
事
業
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
の
手
段

と
し
て
裁
判
所
を
介
し
て
調
整
す

る
し
か
な
か
っ
た
。 

問
　
仮
処
分
に
よ
り
逆
に
交
渉
が

難
航
し
な
い
か
。
ま
た
、
仮
処
分

に
よ
り
予
定
ど
お
り
い
く
の
か
疑

問
だ
。
最
終
的
に
市
長
の
決
断
と

い
う
が
、
そ
の
と
お
り
に
な
ら
な

か
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。 

答
　
仮
処
分
後
も
交
渉
は
引
き
続

き
行
わ
れ
、
和
解
と
い
う
提
案
も

な
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

も
含
め
、
裁
判
所
に
お
い
て
適
切

な
判
断
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
考

え
て
い
る
。 

問
　
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

で
仮
処
分
申
請
を
し
た
例
は
あ
る

の
か
。 

答
　
市
施
行
の
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
は
例
が
少
な
く
、
全
国

で
も
実
施
例
は
な
い
。 

問
　
話
し
合
い
で
の
解
決
に
ぎ
り

ぎ
り
の
努
力
を
し
た
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、２
月
26
日
の
最
終
回
答
を

待
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

答
　
歩
み
寄
り
が
あ
れ
ば
配
慮
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
依
然

乖
離
が
大
き
か
っ
た
。
法
的
な
手

続
は
専
決
処
分
に
よ
り
進
め
た
が
、

今
後
も
和
解
に
向
け
た
話
し
合
い

に
労
を
惜
し
ま
な
い
。 

問
　
成
功
報
酬
の
４
千
万
円
を
含

め
て
５
千
400
万
円
も
の
裁
判
費
用

を
使
う
な
ら
、
ほ
か
に
知
恵
は
な

か
っ
た
の
か
。 

答
　
ど
う
し
て
も
法
的
に
対
処
で

き
な
い
な
ど
限
界
が
あ
り
、
今
回

の
決
断
と
な
っ
た
。 

【
結
果
】
可
否
同
数
。
委
員
長
裁

決
に
よ
り
不
承
認
（
本
会
議
で
は

賛
成
多
数
で
承
認
） 

 ＊各会計の表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

市 税

都 支 出 金

繰 入 金

国 庫 支 出 金

市 債

地 方 交 付 税

そ の 他

299億5,311万円

56億5,361万円

49億 529万円

44億5,943万円

35億9,580万円

21億4,000万円

78億3,076万円

15万6,070円

2万9,458円

2万5,559円

2万3,236円

1万8,736円

1万1,150円

4万 802円

市民1人当たり
内訳

0 50 300（億円）250150 200100

歳　入（一般会計） 

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

衛 生 費

公 債 費

そ の 他

231億5,956万円

80億2,644万円

72億4,919万円

68億1,500万円

49億8,288万円

48億2,813万円

34億7,680万円

12万 672円

4万1,822円

3万7,772円

3万5,509円

2万5,963円

2万5,157円

1万8,116円

市民1人当たり
内訳

0 50 250（億円）150 200100

歳　出（一般会計） 

51.2％
9.7％

8.4％

7.6％

6.1％
3.7％

13.3％

39.6％

12.4％

11.6％

8.5％

6.0％

8.2％

13.7％

会 計 区 分  

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

下水道事業特別会計 

受託水道事業特別会計 

中小企業従業員退職金等 
共済事業特別会計  

老人保健（医療）特別会計 

駐車場事業特別会計 

介護保険特別会計  

保谷駅南口地区第一種市街地 
再開発事業特別会計 

合 計  

585億3,800万円 

176億6,876万円 

45億1,450万円 

9億9,216万円 

1億3,316万円 

128億4,662万円 

1億9,712万円 

93億1,905万円 

27億9,197万円 

1,070億 134万円 

7億1,800万円 

21億8,029万円 

△1億9,170万円 

△1億3,411万円 

△781万円 

△2億4,310万円 

1,574万円 

7億3,239万円 

9億6,670万円 

40億3,641万円 

1.2％ 

14.1％ 

△4.1％ 

△11.9％ 

△5.5％ 

△1.9％ 

8.7％ 

8.5％ 

53.0％ 

3.9％ 

平成19年度予算額 平成18年度比増減額 増減率 

平成１９年度　当初予算の概要 


